特定非営利活動  （NPO）法人　 やましろ里山の会週刊ニュース　　2015年11月19日　591号

●秋のハイキング　14日　8名の参加　大江山ハイキング　
朝…雨模様　天気が心配　7時30分新田辺駅出発。高速道路が順調に進むが大山崎前で大渋滞が発生。京都北部への通路は確保されすごく順調に稼ぐ。京都縦貫道路の開通により1時間程度で和知のサービスステイションでトイレ休憩。9時前なのにかなりの車が押し寄せていた。
黒豆の高値にびっくり378円で一掴みの小袋…黒豆味噌の量と比較するとものすごい味噌の値段になる。休憩もそこそこに出発する。今回は播川さんと小川さんに車の提供と運転を依頼する。お二人ともベテランの域に達しておられ、至極安心してドライブを楽しませていただいた。
10時前に元伊勢神宮で時間をかけて参拝、赤いマムシクサに鳥居の横で出会った。神社への通路は一昔前の旅籠の風情を残している、心癒されるミニ馬籠のような町並だ。11時には日本鬼の交流博物館を訪れた。入館右に神童寺の鬼瓦が展示されている、しっかり展示物を鑑賞、この日は入館料無料、お礼を言って、山頂に向かう。林道は七曲、そのうえ、のぼり連続のなかを前進、12時過ぎに鬼嶽稲荷神社に到着、紅葉の見ごろと報道されていたがブナ林は落ち葉だった。急いで山登りの準備、幸いに心配していた雨はなく順調に登山が出来た。最初の階段がきつく、これが続くととても無理かなというほどきつい登りだった。それぞれ元気で250ｍへの高さに登りました。
下山して来る2組のパーティと出会い挨拶を交わす。頂上に近づくに従って北の風がヒューヒューと強く吹きぬけている。約1時間で大江山山頂832ｍの千丈ヶ原に全員が到着、非常にきつい風が吹き抜けている。8人が腰を掛けると満員になる文字通りの風よけ小屋で昼食弁当を食べる。播川さんの大きなお結びの振る舞いや、森さんや芳川さんのお菓子やミカンがおいしかった。全員が満腹、食べ終わるや否や集合写真を撮影、このままだと天候の急変が気になるので大急ぎで下山を始める。汗が引いたので、小川さんがジャンパー姿の青代さんにヤッケを提供。落ち葉で滑りやすいので注意しながら落ち着いて足を速める。雲が低く風の音が大きくて、周りの景色はかすんでいるので気に留めず、足をただ進めた。全員が下山したのは1時50分で、要した時間は40分弱ということになる。出発点に戻り休憩所で一息入れて、ミカンを一個食べ終わると、雨の音が大きく屋根に響き始めた。本格的な降雨である。山の天気は一瞬に変わるものだ。みかん一個食べる時間遅くなっていたら全員ずぶぬれになるところだった。なんという幸運だったのでしょう。すると先に下山した8人余りのパーティのうち80歳の女性と付添の60台の女性が戻っていない、出会わなかったか、と雨の中で73歳の方が心配顔で訪ねてきた。多分、分かれ道で右に直進したのであろう。すぐ携帯電話で連絡を取りなさいと助言、連絡が取れたらしい。少し安心、しかしこの雨なので、ずぶ濡れだろうと思う。ガイド地図を渡しておいた。大江山の東を通る普甲峠超えのルートで宮津市に向かって出発する。府道9号線らしい、宮津に下り、舞鶴でお土産を買った。
京田辺市花住坂に到着は5時45分だった、舞鶴から1時間で帰ったことになる。随分と近くになったものだと実感した。運転頂いたお二人さんご苦労様でした。9月からラッシュアワーのような日々の続きでしたが、リラックスできた一日になりました。又明日から頑張る力がわき出るような気がします。
●会誌39号の読書会から　
いい表紙写真で興味を引くようです。写真が多くあって親しみやすい、記念の40号に向かって編集方針を持って取り組みたい、などといった声がありました。皆様のご感想はいかがでしょうか、ご感想を頂ければ、元気が生まれます。39号はかなり早く原稿が集約されましたが、竹蛇籠設置が10月18日と続き編集に時間がとれませんでした。初めて11月の発行となりました。それでも印刷機の性能がアップして製本の時間が短縮ですので文化の日の発行になりました。
●里山農園にオオムラサキの観察台・完成間近　
28日に「登り初め」を計画　長年オオムラサキの生息調査を継続してきましたが、幼虫を冬に観察継続で生息を確認してきましたが、観察台の実現で幼虫の成長をランダムで観察が可能になります。そしてエノキの原木で、人工の手を加えないで、自然そのままで調べられます。この施設は全国で最初の施設ではないかと評価されるようです。京田辺市の素晴らしい環境にまた一ついい施設が実現しました。この記念すべき日に、これまで里山の会の発展に一方ならぬご理解とご協力を頂いたみなさんにご案内をさせていただきます。又雲上ハイキングとして150人ほどの皆さんが炭焼き窯にお越しになるようです。帰り道に足を延ばしていただければと、合わせて案内することにしています。
●植物部会が山城町の森林公園とその付近の植物観察を
28日に実行　御参加下さい。不動川上流に設置されている森林公園は、土木学会では知らない人はいないといわれているオランダの土木技師デレーケが西洋土木技術で日本最初の砂防堰堤を築き、木津川への砂の流出防止対策を行いました。これを訪ね付近の樹木などの観察調査を行います。京田辺市役所の駐車場に集合9時45分です。乗り合わせて移動する予定です。
●20日　京都河川美化団体連合会が
木津川を初めて訪ねて来られます。笠置から流れ橋、御幸橋までをコースとされています。14時には木津川流域センターで沿川団体の交流会が予定されて、里山の会にも出席案内が届きました。理事長副理事長が出席予定です。他に河川レンジャーも参加されます。そして先日設置した竹蛇籠を見学されます。竹蛇籠設置以後、最初の見学者が約40人お越しになります。
●11月18日　昨夜からの雨で木津川の増水で、
1か月前に設置した竹蛇籠全体が水中に入って、わずかに背中が水面上に出ています。しばらくこの水量が続くと面白い景色が見られるでしょう。
●城陽市の環境フォーラム（21日）に出展します
昨年に引き続き展示と松かさツリーつくりで参加します。興味のある方、お越しください。楽しい愉快なそして賑やかなイベントです。
●事務局会議では　
今年一本の茎から5輪の花が咲いたササユリを農園のシンボル的な植物にしたいという声が上がりました。市販の種を付近に植え付けて見栄えを良くしてみてはどうかということでした。この提案がきっかけになって、里山農園のこれからとか、持込種による栽培をどのように考えるのかについて議論をしています。関心をお持ちの皆さんのご意見を頂ければ参考にさせていただきます。ちなみに里山の会のスローガンは「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」と掲げて約20年間活動を続けてきました。こうした経過を踏まえてご意見をいただければ幸いです。
